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独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

◎
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

（
略
）

第
二
章

（
略
）

第
三
章

（
略
）

第
三
章

（
略
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
九
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
八
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
三
十
条
―
第
三
十
二
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
一
条
）

附
則

附
則

第
四
章

雑
則

第
四
章

雑
則

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

（
新
設
）

（
主
務
大
臣
の
要
求
）

第
二
十
四
条

主
務
大
臣
は
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
条

約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
我
が
国
が
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
主
務
大
臣
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
〜
第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
四
条
〜
第
二
十
八
条

（
略
）

第
五
章

罰
則

第
五
章

罰
則
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第
三
十
条
〜
第
三
十
二
条

（
略
）

第
二
十
九
条
〜
第
三
十
一
条

（
略
）

附

則

附

則

（
業
務
の
特
例
）

（
業
務
の
特
例
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る
場

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る
場

合
に
は
、
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
中
「
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る

合
に
は
、
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
中
「
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る

の
は
「
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務

の
は
「
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務

」
と
、
第
十
八
条
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「

」
と
、
第
十
八
条
第
一
号
中
「
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「

こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

す
る
業
務
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
以
外
の
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
以
外
の

す
る
業
務
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
以
外
の
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
以
外
の

業
務
（
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
含
む
。
）
」

業
務
（
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
含
む
。
）
」

と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
あ
る

と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及

の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
含
む

び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
含
む

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
含
む
。
）
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
含
む
。
）
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
規
定
す
る
業
務
」
と
、
第
三
十
一
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
に
規
定
す
る

に
規
定
す
る
業
務
」
と
、
第
三
十
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
に
規
定
す
る
業

業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第

務
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
す
る
。

項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
す
る
。


